
禮
　
宗

の

立

組

相

承

に

就

て

⇒(

伊

藤

古

鑑

一

前
篇

に
於
て
、
我
が
灘
宗

の
立
租
相
承
を
論
す
る
の
に
、
天
台

の
二
十
四
祀
説
を
畢
げ
、
天
台

よ
り
我
が
灘
宗

に

加

ふ
る
論
鮎

の
大
要
を
叙
述
し
把
の
で
あ
る
が
、
我
が
灘
宗

に
於

て
は
二
十
入
組
説
を
信
じ
、
第

二
十
四
祀
師
子
奪

者
に
於

て
付
法
断
絶

せ
す
、
彌
羅
岨
の
法
難
巳
前

に
、
既
に
婆
舎
斯
多
曾
者
に
付
法
し
、
そ
れ
よ
り
法

燈

蓮

績

し

て
、
不
如
密
多
奪
者
、
般

若
多
羅
曾
者
、
菩
提
達
磨
大
師
ご
相
承
し
て
、

こ
＼
に
我

が
職
宗
の
大
法
は
傳

へ
ら
れ
陀

ご
云

ふ
の
で
あ
る
。
故

に
先

づ
今
篇

に
於

て
師
子
曾
者

よ
り
婆
舎
斯
多
愈
者
に
付
法
せ
ら
れ
陀
ご
云
ふ

本

擦

を

示

し
、
更

に
四
師
の
傳
燈
に
於
て
誤
謬
な
し
ご
云
ふ
諦
左
を
示

さ
ね
ば
な
ら

兎
こ
冠
＼
な
つ
陀
。
私
は

こ
れ
を
叙
述
す

る
の
に
、
そ
の
順
序

こ
し

て
明
敏
大
師
の
『
傳
法
正
宗
記
』
等
に
依

つ
て

一
考
す

る
こ
ご
に
せ
や
う
ご
思
ふ
。

先

づ
初

め
に
師
子
奪
者

に
於

て
法
系
断
絶
せ
す
、
法
難
巳
前

に
既

に
婆
舎
斯
多
曾
者
に
付
法
せ
ら
れ
陀

ご
云
ふ
謹

左
を
研
究
す

る
な
ら
ば
、
明
敷
大
師

は
『
傳
法
正
宗
記
』
第
四
に
於
て
、
第

二
十
三
租
鶴
勒
那
曾
者
が
師
子
尊
者

に
付

法
す
る
時
に
、
既

に
法
難
の
有

る
こ
ご
を
預
言
し
、
更

に
早
く
付
法
し
て
法
を
断
絶

せ
し
む
る
こ
ご
勿
れ

ご
云
は
れ

輝
宗

の
立
胆
和
承

に
就

て

(
二
)

i

三
三

ソ



暉
宗
の
立
祖
相
承
に
就
て
(二
)

三
四

把
ご
述

べ
て
居

る
。

大
士
日
。
我
滅
之
後
五
十
年
末
。
難
興
・手

北
天
竺
一。
汝
當
レ知
〃之
。
師
子
因
告

日
。

我
將
二遊
方
一。
敢
請
二敷
於
尊

者
一。
大
士
日
。
吾
今
老
奥
。
淫
葵
即
至
。
此
如
來
大
法
眼
藏
。
悉
以
付
レ汝
。
汝
往
弛

國
一。
然
其
國
有
ひ難
。
而
累

在
二汝
躬
一。
愼
早
付
受
Q
無
レ命
臨

絶
一Q

(『
大
正
藏
経
』第
証
+
一巻
七
=西
丁
)

ま
柁
師
子
奪
者
も
法
難

の
我

れ
に
來
ら
ん
こ
ご
を
知
り
、
第

二
十
五
租
婆
含
斯
多
尊
者

に
付
法
し
て
、
左
の
如
く

云
は
れ
て
居
る
。

適
観
二此
國
一。
將
レ加
一難

於
我
騨。
然
我
衰
老
。
堂
更
荷
免
。
而
我
所
傳
如
來
之
大
法
眼
。
今

以
付
レ汝
。
汝
宜
'奉
乏

。

即
去
自
務
傳
化
。
或
遇
・疑
者
一。
帥
持
我

信
伽
梨
衣
一。
爲
レ之
信
瞼
。

(『
大
正
藏
経
』第
五
+
一
巻
七
三
五
丁
)

か
く
の
如
く
明
敷
大
師
は
是
等

二
奪
者

の
預
言
を
畢
げ
ら
れ
、
最
後
に
評
を
加

へ
て
居

る
。
帥
ち
是
等

の
預
言
は

共
に
聖
者

に
し
て
初

め
て
知

り
得

る
こ
ご
で
あ
る
ご
云
ひ
、
『
付
法
藏
傳
」
の
如
き
が
唯
だ

こ
言
の
下

に
「
相
付
法
人
。

於
レ是
便
絶
」
ご
云
ひ
去

る
は
誤
謬
の
甚
だ
し
き
も
の
な
り
ご
痛
罵

し
、
師
子
曾
者
に
於
て
法
系
噺
絶

せ
す

ご
立
謹
さ

れ
把
の
で
あ
る
。

さ
て
是
等
の
預
言
丼

び
に
婆
舎
斯
多
尊
者

に
付
法
せ
ら
れ
陀

ご
云

ふ
史
實
は
、
如
何
な
る
も
の
を
本
擦

ご
し

て
、
明

敷
大
師
は
説

か
れ
陀
の
で
あ

る
か

ご
云

ふ
に
、
先
づ

こ
の
記
事
を
以

て
『
景
徳
傳
燈
録
」
に
比
較

し
て
見

る
ご
(注
一
)、

文

に
贋
略

の
不
同

は
あ
る
け
れ
ど
も
、
其
の
意
に
於
て
は
少
し
も
相
違
し
て
居
ら
な

い
の
で
あ
る
か
ら
、
恐
ら
く
は



そ
れ
已
前

に
、

こ
の
や
う
な
記
事
を
載
せ
陀
古
記
録

が
あ
つ
て
、
そ
れ
を
本
撮

ε
し
て
、

か
く
書
か
れ
π
も
の
に
相

違
な

い
ざ
私
は
信
す

る
。

=

し

こ
の
師
子
尊
者

ご
婆
舎
斯
多
奪
者
ご
の
付
法
關
係

に
就

て
は
、
明
激
大
師

の
『
傳
法
正
宗
論
』
第

一
篇

に
於

て
、
支

彊
梁
楼

ご
蓬
磨
達
比
丘

こ
の
問
答

の
ε
こ
ろ
に
載

つ
て
居
る
。

中
天
竺
沙
門
。

號
髄支
彊
梁
婁

。
嘗
往

蘭

賓
國

。
於
・其
國
之
象
自
山
一。
會
昌達
磨
達
比
兵

。
其
人
老

壽

出
於

常

数
一。
乃
師
子
租
傍
出
之
徒
。
支
彊
因
以
肺

子
之
後
其
法
興
一問
シ之
。
達
磨
達
白
。

如
來
之
法
傳

天

伽
葉
一。
以
至
昌

吾
師
子
大
師

。
然
吾
師
知
・自

必
遇
つ害
。
未
レ死
預
以
昌法
正
一。
付
嵩我
同
學
南
天
竺
沙
門
婆
含
斯
多
一。
亦
名

噸婆
羅
多

那
一。
(『大
正
藏
輕
』第
五
十
一
巻
七
七
四
丁
)

こ
の
記
事
を
更

に
委

し
く
説

い
て
居

る
も

の
は
『
傳
法
正
宗
記
」
第
九

の
宗
讃
略
傳

で
あ

る
、
宗
讃
略
傳

ご
は
、
我

が

灘
宗

の
立
租
相
承

に
關
し
て
有
力
な

る
謹
左
を
示
し
だ
十
家

の
列
傳

で
あ
る
が
、
そ
の
中
、
今

の
師
子
奪
者
が
婆
舎

斯
多
尊
者
に
付
法
相
承
し
陀
ど
云

ふ
謹
左
こ
し
て
は
、
こ
の
支
彊
梁
縷

の
傳

ご
、
次
ぎ
に
來
る

べ
き
婆
羅
券
多

の
傳

ざ
で
あ
ら
う
ご
思

ふ
。

支
彊
梁
櫻

の
こ
ご
は
コ
歴
代
三
寳
記
』
第
五
、
『
大
唐
内
典
録
」
第

二
、
『
開
元
録
」
第

二
、
『
貞
元
録
」
第
三
に
支
彊
梁

接

(『大
唐
内
典
録
』
の
元
、
明
版
に
は
支
彊
梁
婁
と
云
ふ
)
ざ
出
て
居

る
が
、
呉
に
は
正
無
畏

ざ
云
ひ
、
『
法
華
三
昧
経
」
六

懇
を
醗

輝
宗
の
立
胆
相
承
に
就
て
(
二
)

三
五



縄
抽
不
の
立

阻
相
承

に
就

て
(
二
)

三
六

鐸
し
π
人

で
あ
ら
う
。
『
傳
法
正
宗
記
』
第

九
に
は

「
方
前
魏
陳
留
王
曹
魚
之
世
至
・洛
。
初
館
・手

自
馬
寺
u。
蓋
景
元

,

二
年
之
辛
已
也
。
」
ご
あ
る
か
ら
、
皇
紀
九

一
=

年

に
支
那

へ
來
朝
し
花
も
の
で
、
達
磨
大
師
來
朝
よ
り
は
二
百
五
十

九
年
以
前

に
當

つ
て
居

る
。
し

か
し
此
虜

に
疑
問

こ
な

る
の
は
支
那

へ
來
朝

の
年
代

で
あ

る
。
『
傳
法
正
宗
記
』
に
は

景
元
二
年
辛
已

ご
あ
る
け
れ
ど
も
、
『
開
元
録
」
第

二
、
『
貞

元
録
』
第
三
を
見

る
ご
、

沙
門
支
彊
梁
接
。
呉
云
昌正
無
畢

。
西
域
人
。
以
昌孫
亮
五
鳳

二
年
乙
亥
u。
於

灸

州
一繹
昌法
華
三
昧
経
一。
沙
門
道
馨

筆
受
噂

(『大
正
藏
整

第
五
+
五
巻
四
九
一
丁
)

ご
云
ふ
て
居
る
か
ら
、
孫
亮
五
鳳
二
年
乙
亥
は
皇
紀
九

一
五
年

に
當

つ
て
居
て
、
支
那
來
朝
以
前

に
『
法
華
三
昧
纒
」

を
翻
繹

せ
ら
れ
π
こ
ご
に
な

つ
て
、
ど
う
も
理

に
合
は
ぬ
こ
ご
＼
な

る
の
で
あ
る
が
、
更
に
こ
れ
を
『
大
唐
内
典
録
』

第

二
に
依

つ
て
槍

べ
て
見

る
ご
、
「
甘
露
元
年
七
月
。
外
國
沙
門
支
彊
梁
接
。
7魏
云
昌正
無
畢

。
於
・灸

州
一課
。
沙
門
遁

馨
筆
受
。
」
ご
云
う
て
居

る
。

こ
の
甘
露

ご
云
ふ
年
號
は
三
國
時
代

に
魏

ご
呉

ご
に
あ
つ
て
、
前
者
は
皇
紀
九

一
六
年

に
當
り
、
後
者
は
皇
紀
九

二
五
年

に
當

つ
て
居

る
。
而
し

て
今

は

「
魏
云
温正
無
畢

」
ご
云
ふ
て
居
る
か
ら
、
先
づ
魏

の
年
號
を
用

ひ
て
居
る
も
の
こ
見
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
。
即
ち
魏
の
甘
露
元
年
は
皇
紀
九

一
六
年
で
あ
つ
て
、
臭

の
五

鳳
三
年
(太
李
元
年
ご
改
元
し
て
居
る
が
)
に
當

る
ご
云
は
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
。
故

に
『
開
元
録
」
『
貞
元
録
』
の
云
ふ
ε

こ
ろ
ご
は
、

一
年
の
相
違
を
生
す
る
こ
ご
＼
な
る
け
れ
ど
も
、

こ
れ
は
翻
鐸

に
着
手
し
把
時

ぎ
、
完
成
し
π
時

こ
の

相
違

ご
見
れ
ば
、
強
ち
無
理
で
も
な

い
の
で
あ
る
が
、

し
か
し
『
傳
法
正
宗
記
」
の
景
元

二
年
説

は
ど
う
も
會
通
す

る



こ
ご
が
出
來

ぬ
。
恐
ら
く
は
『
傳
法
正
宗
記
」
の
説

が
後
代

の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
誤
り
傳

へ
把
も

の
こ
見
る
の
が
穏

當
で
あ
ら
う
ご
思
は
れ

る
。
故

に
今

は
支
彊
梁
縷

の
支
那

へ
來
朝
し
た
年
代
を
皇
紀
九

一
五
年
ご
定

め
て
麗
か
う
。

ま
π
支
彊
梁
縷

の
厨
賓
國
で
會

ふ
π

ご
云
ふ
蓬
磨
達
比
丘

の
こ
ご
は
、
『
景
徳
傳
燈
録
」
第

二
の
師
子
比
丘
傳

の
こ

こ
ろ
に
も
出

て
居
る
が
、
ま
た
更
に
委
し
く
載

せ
て
居
る
の
は
『
傳
法
正
宗
記
」
第
四
の
師
子
奪
者
傳

の
こ
こ
ろ
で
あ

つ
て
、

こ
れ
は
實
際

に
師
子
奪
者
付
法
の

一
入

で
あ
つ
陀

に
相
違
な

い
。
殊

に
『
傳
法
正
宗
記
』
第
九

の
傍
翫
略
傳
の

こ
こ
ろ
に
、
蓮
磨
達
比
丘
の
傳
記

が
載

せ
!、
あ
る
。
そ

の
弟
子

に
は
因
陀
羅

ざ
嬰
羅
忌
利
婆

ご
が
あ
つ
て
、
そ
の
法

系
も
可
成
り
績

い
て
居

る
や
う
に
思
は
れ
る
。
(註
二
)

1
婆

舎

斯

多

-
摩
帝
隷
披
羅

師

子

曾

者
ー

1

達

磨

蓬
ー

ー

因

陀

羅

-ー

[
羅

鐘

i
ー
蓬
磨
戸
利
帝
ー

1
那

伽

難

提

i
詞

利

蹟

茂

ー
和

修

河

帝

ー
破
縷
求
多
羅
ー

!
達

磨

詞

帝

1
婆

羅

婆

提

ー
勒

那

多

羅

-
盤

頭

多

羅

ー
婆

羅

婆

多

ー
毘
舎
也
多
羅

ー
毘
楼
羅
多
羅

-
毘
.渠
駕
多
羅

-
優

婆

檀

駄

ー
婆

難

提

多

ー
族

陀

羅

多

1
婆

羅

蹟

摩
ー

「
信
伽
羅
叉

輝
宗

の
立
租
相
承

に
就
　て
(
二
)

三
七



強
…宗
の
立
組
相
承
に
就
て
(二
)

三
八

要
す

る
に
蓮
磨
達
比
丘
は
實
際

に
師
子
奪
者
付
法
の

一
人
で
あ

つ
て
、
嘗

て
は
小
乗

の
藤
観
を
習
し
て
婆
利
迦
比

丘

の
弟
子
こ
な

つ
て
居
忙
の
で
あ
る
が
、
婆
利
迦
比
丘

が
師
子
奪
者
の
爲

め
に
難
詰
せ
ら
れ
、
絡
に
多
く
の
弟
子
ご

共

に
大
乗

の
灘
観

に
入

つ
セ

ご
云

ふ
の
で
あ

る
。
然

る
に
此

の
達
磨
達
比
丘
の
み
は
之
れ

を
肯

ん
せ
す
、
大
に
師
子

尊
者
ご
最
後
ま
で
法
戦
を
績
け
π
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
師
子
奪
者
は
渤
む
る
に
大
乗

の
無
所
得
鶴
を
以
て
し
、
「
諸

佛
暉
定
。

無
シ有
昌所
得
一。
諸
佛
畳
道
。

無
レ有
・所

謹
一。
無
得
無
謹
。
是
眞
解
脱
。
酬
因
答
果
。
世
之
業
報
。
而
此
法

之
中
。
悉
不
Ψ如
レ是
。

汝
若
習
定
。
　乃
當
然
也
。
」
(註
三
)
ご
説

か
れ
た
の
で
、
達
磨
達
比
丘
も
大

に
悟

り
、
併
然

こ

し
て
師
子
奪
者

の
門

に
ス
つ
セ

ご
云
ふ
の
で
あ
る
。
而
し
て
此

の
達
磨
達
比
丘

が
彌
羅
蠣

の
法
難
を
避

け
て
、
象
白

山

に
入
ら
れ
、
そ
こ
に
於
て
支
彊
梁
櫻

ご
會
は
れ

た
ざ
云

ふ
こ
ご
は
事
實
に
近
か

い
も
の
こ
思
は
れ

る
。
『
傳

法

正

宗
記
」
第
九

の
宗

謹
略
傳
に
於

て
、
支
彊
梁
縷

が
こ
の
達
磨

達
比
丘

に
も
、
ま
だ
第

二
十
五
租
婆
舎
斯
多
奪
者
に
も

會

ふ
把

ご
云
ふ
こ
ご
を
述

べ
、
更
に
左

の
記
事
を
以

て
結
ん
で
居

る
。

日
。
我
亦
嘗
曾

是

師

(
婆
含
斯
多
奪
者
)
於
南
印
度
一。
因
以
昌租
事
與

昌諸
沙
門
一繹
'之
。
夫
自
酷七
佛
一至
昌乎

二
十
五

租
婆
含
斯
多
一。
乃
此
支
彊
梁
縷
之
所
課
也
。

(『大
正
藏
経
』第
五
+
巷
七
六
七
丁
)

こ
れ

に
依

つ
て
考

へ
て
見

る
ど
、

こ
の
當
時

に
は
七
佛
よ
り
遽
代
傳
法
し
陀
佛
祀
の
列
傳

の
や
う
な
も
の
が
あ
つ

て
、
そ
れ
を
支
彊
梁
縷

が
翻
課
し
た
も
の
に
相
蓮

な
い
ご
思
は
れ

る
。

こ
の
事

に
關

し
て
は
『
傳
法
正
宗
論
」
上
、
第

醐
篇
及
び
第
二
篇

に
委
し
く
論
じ
て
居

る
が
、

そ
の
書
名

も
『
綾
法
傳
』
ざ
呼
ん
で
居

た
も
の
、
や
う
で
あ
る
。
悲
し



い
か
な
拓
蹟
譲
の
殿
敷
に
遭
ふ
て
、

こ
の
書
を
逸
し
把
こ
ご
で
あ

る
。

(註
四
)
若
し
此
の
書
が
あ
る
こ
し
た
な
ら
ば
、

土
口
迦
夜

ご
曇
曜

こ
の
共
課
π
る
『
付
法
藏
因
縁
傳
』
よ
り
は
、
大
約

二
百
鯨
年
已
前
に
あ
つ
覚
も
の
で
、
頑
事
を
列
ね

把
も

の
こ
し
て
は

一
番

に
古

い
も
の
こ
云
は
な
け
れ
ば
な
ら
漁
。
殊

に
支
彊
梁
縷
は
中
天
竺

の
人
で

(異
設
は
あ
る
が
、

今
は
樽

法
正
宗
記
』
に
依
る
)
、
師
子
奪
者
を
去

る
こ
ご
最
も
近
く
、
婆
舎
斯
多
奪
者
に
も
相
見
し
、
蓮
磨
達
比
丘

に
も
遭

ふ
て
問
答
し
花
ご
云

ふ
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
知

る
こ
こ
ろ
は
先
づ
正
し
い
も
の
こ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
從

つ
て

ま
把
、

そ
の
翻
繹
し
牝
ご
云
は
れ

て
居
る
『
績
法
傳
」
な
る
も

の
も
、
正
確

に
近

い
も
の
こ
云

ふ
べ
き
で
あ
ら
う
が
、

今

は
そ
の
書
の
な
い
の
を
如
何

こ
も
す

る
こ
ご
が
出
來
な

い
。

§

明
敷
大
師
の

『
傳
法
正
宗
記
」
第
九
に
は
、
前

の
支
彊
梁
縷
の
傳
の
次
ぎ
に
婆
羅
券
多
の
傳
を
載

せ
て
居
る
。

こ

れ
等

の
傳

は
宗
誰
略
傳

ご
申
し
て
、

二
十
入
租
相
承

に
有
力
な

る
謹
左
を
示
し
把
+
家

の
略
傳
の
中

の
も
の
で
あ
る

が
、
そ
の
中
、
第

一
の
竺
大
力

ご
第

二
の
曇
摩
迦
羅
ご
は
、
共

に
師
子
尊
者
已
後
の
相
承
に
關

し
て
の
謹
左
で
は
な

い
。
郎
ち
第

一
の
竺
大
力
は
師
子
曾
者
を
以
て
鶴
勒
那
愈
者
は
法
の
人
で
あ
る
ご
云
ふ
こ
ご
を
示
し
、
第

二
の
曇
摩

迦
羅
は
摩
肇
羅
尊
者

の
正
法
傳
持
者
な

る
こ
ご
を
謹

し
惣
ざ
云

ふ
の
で
、
師
子
奪
者
巳
後
の
相
承

に
は
關
係
が
な

い

か
ら
、
今
は
こ
れ
等

二
人
の
傳

に
就
て
述

べ
る
必
要
を
認

め
な

い
。
そ
の
次
ぎ
に
第
三
の
支
彊
梁
縷
を
畢
げ

て
居

る

が
、

こ
れ
は
前
既

に
述

べ
終

つ
π
通
り
で
あ

る
。
故
に
今

は
第
四
の
婆
羅
券
多

の
傳
に
入

つ
て
少
し
く
述

べ
て
見
る

輝
宗
の
立
組
相
承
に
就
て
(
二
)

三
九



輝
宗

の
立
胆
相
承

に
就

て
(
二
)

四
〇

こ

ど

に

せ

や

う

。

婆
羅
芥
多
は
中
天
竺
國

の
沙
門
で
あ
つ
て
、
支
那

に
來
朝
し
把
人
で
あ
る
。
π
ま
く

自
分

の
弟
子
把
る
慶
迦
陀

の
來
れ
る
に
會
ひ
、
そ
れ

ご
互
ひ
に
問
答
し

て
、
師
子
尊
者
の
婆
舎
斯
多
尊
者
に
付
法
相
承

せ
ら
れ
だ
こ
ざ
を
述

べ

泥

ご
云
ふ
て
、
師
子
奪

者
に
於
て
注
系
の
断
絶
せ
ざ
る
謹
左

に
畢
げ
ら
れ
柁
の
で
あ

る
。

券
多
因
問
日
。
汝
在
レ西
時
。
頗
游
㌃

天
竺
一耶
。
或
謂
。
師
チ
奪
者
無
レ享
爲
昌其
國
王
一所
ひ鐵
是
乎
。
今
復
有
昌傳
法

者
一輿
其
相
繊
耶
。
摩
迦
陀
日
。
然
。
師
チ
詠
死
。
今
已

二
十
三
臼
。
有
昌沙
門
一號
脚婆
舎
斯
多
一者
。
本
尉
賓
國
人
。

先
レ難
得
昌宜
ハ付
法
授
衣
り0
(『大
正
藏
輕
』
第
五
十
一
巻
七
六
七
丁
)

こ
の
婆
羅
芥
多
が
支
那

へ
來
朝
し
π
年
代

を
考

へ
て
見

る
に
、
『
傳
法
正
宗
記
」
第
九
に
於
て
、
「
齊
王
嘉
李

二
年

、

庚
午
至
り洛
。
」

ご

云
ふ
て
あ
る
か
ら
、
皇
紀
九

一
〇

年
に
當
り
、
支
彊
梁
縷
よ
り
は
五
年
前

に
入
洛
し
π
人

ご
見
な

け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
而
し
て
摩
迦
陀

ご
問
答

し
だ
こ
云

ふ
の
は
「
晋
武
太
始
乙
酉
之
元

年
」
ご
あ
る
か
ら
、
皇
紀
九
二
五

年
に
當
り
、
入
洛
後
十
五
年
を
維
過
し
て
居

る
の
で
、
支
彊
梁
櫻

の
傳
記
の
後

に
列
ね
ら
れ
だ
所

以
で
あ
る
。
(註
五
)

而
し
て
此
庭
に
注
意

す
べ
き
こ
ご
は
婆
羅
券
多
が
支
那

へ
來
朝
し
把
當
時

に
は
、
ま
だ
彌
羅
嘱

の
法
難
も
な
く
、
師

子
尊
者
も
在
世

で
あ

つ
π
も

の
に
相
違

な

い
。
そ
れ
で
あ
る
か
ら
十
五
年
の
後

に
摩
迦
陀

に
會

ふ
て
、
「
師
子
奪
者

の

無
享

に
し
て
其

の
國
王
に
鐵

せ
ら
れ
π
ご
云

ふ
は
事
實

か
、
ま
π
其
の
付
法
の
者

あ
る
か
。
」
ご
云

ふ
問

を
螢
せ
ら
れ

π
も
の
で
あ
ら
う
。
而
し

て
摩
迦
陀
の
答

へ
に
、
「
師
子
諒
死
、
今
巳
二
十
三
白
」
ご
あ
る
が
、

こ
れ
は
如
何
な
る
日



敷
で
あ
る
か
不
明
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
既

に
こ
の
問
答
の
あ
り
し
よ
り
巳
前
、
支
彊
梁
縷

が
支
那

に
來

っ
て
、
蓬
磨

達
比
丘

の
話
を
物
語
つ
て
、
「
我
在
昌西
時
一。
嘗
往
ご媚
賓
國
一云

々
。
」

ご
云
ふ
て
、
象
臼
山

に
蓬
磨
蓬
比
丘
を
見
た
こ

て
、
そ

の
僧

の
甚
だ
老
人
な
り
し
を
物
語
り
、
彌
羅
堀
王
の
法
難
を
避
け
て
、
久

し
く
此

の
山

に
佳
し
て
、
人
世
ご

謝
絶

せ
る
こ
ご
を
述

べ
て
居

る
こ
こ
ろ
よ
り
考

へ
て
見

る
ご
、
支
彊
梁
楼

の
支
那

へ
來
朝
し
陀
皇
紀
九

}
五
年
よ
り

は
遙

か
に
已
前
ご
云
は
な
け
れ
ば
な
ら

鍛
の
で
あ
る
。

い
ま
師
子
曾
者

の
法
難
に
會
は
れ
た
年
代

に
就
て
考

へ
て
見

る
ご
、
『
傳
法
正
宗
記
」
.第
四
に
は
、
「
其
被
レ害
時
。

當
二此
前
魏
磨
帝
。
齊
王
曹
芳
之
世
一也
。
」
ご
云
ふ
て
居
る
が
、

こ
れ
を

『
景

徳
傳
燈
録
』
第

二
に
依

つ
て
見

る
ご
、
明

か
に
年
代

が
顯
は
れ
て
居

る
。
帥
ち
「
當
畠魏
齊
王

二
十
年
己
卯
歳
一也
。
」
ご
あ
る
か
ら
、
皇
紀
九

一
九
年

に
當

つ
て
居

る
が
、
し
か
し
こ
れ
が
眞
實
な
り
こ
せ
ば
、
支
彊
梁
縷
來
朝
巳
後
の
出
來
事
こ
な

つ
て
、
道

理
に
合
は
ぬ
こ
ご
に
な

る
か
ら
、

こ
れ
は
誤
説

ご
見
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
。
殊

に
魏

の
齊
王
は
在
位
十
五
年
間
で
あ
つ
て
、
「
魏
齊
王

二
十
年
」

ご
云

へ
る
は
明

か
に
誤
説
な

る
こ
ご
を
讃
明
し
て
居

る
。
『
傳
法
正
宗
論
」
上
に
は

「
以
二甲
歴

計
レ之
。
當
在
診丁
卯
一。

寳
林
傳
誤
作
昌巳
卯
一。
」

(註
六
)
ご
云
ふ
て
居

る
が
、
し
か
し

こ
れ
も

眞
實

で
あ
る
か
ど
う
か
は
疑
問
で
あ

る
け
れ
ど

も
、
兎
に
角
、
前
魏
康
帝
、
齊

王
曹
芳
丁
卯

の
歳
は
、
皇
紀
九
〇
七
年

ご
な

る
の
で
あ
る
か
ら
、
支
彊
梁
櫻
の
支
那

へ
來
朝
し
た
年
代

よ
り
は
入
年
已
前

こ
な

つ
て
、
先
づ
眞

に
近

い
も

の
ざ
思
は
れ
る
。
而
し
て
街

ほ
疑
問

こ
し
て
残

る
の
は
婆
羅
券
多
の
問
題
で
あ
る
。
帥
ち
婆
羅
券
多

ご
摩
迦
陀

こ
の
問
答
の
あ
り
し
年
代

よ
り
は
十
八
年
已
前

に
當

輝
宗
の
立
祀
相
承
に
就
て
(二
)

四
一

、



藤
宗
の
立
紐
相
承
に
就
て
(
二
)

四
二

つ
て
居

て
、
婆
羅
芥
多

が
支
那

へ
來
朝
し
把
年
代

よ
り
は
三
年
已
前

の
こ
ご
で
あ
る
か
ら
、
婆
羅
芥
多
も
來
朝
已
前

に
既

に
此

の
法
難
を
知

つ
て
居

つ
た
こ
思
は
な
け
れ
ば
な
ら
沁
の
で
、

こ
の
こ
こ
ろ
少
し
く
理
に
合
は

露
や
う
に
も

思
は
れ

る
け
れ
ど
も
、

こ
れ
も
來
朝
す
る
の
に
、

そ
の
途
中

に
於
て
三
西
年
の
日
子
を
費

や
し
π
も
の
ε
思

へ
ば
良

い
の
で
、
そ
の
當
時

の
實
情

よ
り
察
し
て
實
際

に
有

り
得

る
こ
ご
＼
信
す
る
こ
ご
が
出
來

る
の
で
あ
る
。
ま
セ
婆
羅

芥
多
が
印
度
を
獲
足
す
る
時
、
既

に
師
子
奪
者
が
法
難

に
遭
は
る
＼
形
勢

に
及
ん
で
居

た
の
で
、
そ
れ

を
懸
念
し
っ

＼
出
獲
し
た
も
の
で
、

そ
の
途
中
に
三
四
年
の
日
子
を
費

や
し
て
支
那

に
入
り
、
更

に
十
五
年
の
後
に
弟
子
の
摩
詞

陀
に
廻
り
會
ふ
て
、
そ
の
懸
念
を
質
問

せ
ら
れ
陀
も

の
ご
見
れ
ば
、
強
ち
に
無
理
な
説
明
で
も
な
か
ら
う

ご
思
は
れ

る
oこ

れ
を
要
す

る
に
、
明
敏
大
師

の
『
傳
法
正
宗
記
」
に
於
て
、
師
子
奪
者

の
法
系
が
凝

絶
せ
す
し
て
、
婆
舎
斯
多
奪

者

に
付
法
相
承
せ
ら
れ
陀
ざ
云
ふ
謹
左
を
求

め
る
な
ら
ば
、
第

一
に
は
鶴
勒
那
茸
者
ご
師
子
奪
者

こ
の
預
言
を
畢
げ

る
こ
ご
が
出
來
る
し
、
第

二
に
支
彊
梁
楼

ご
蓬
磨
達

の
問
答

ご
、
婆
羅
券
多

ご
摩
詞
陀

こ
の
問
答

ご
を
爆
げ

る
こ
ご

が
出
來

る
で
あ
ら
う
ご
思

ふ
。
素

よ
h
.第

一
の
讃
左
は
、
π

ご
へ
聖
者
の
預
言
で
あ
る
ご
云

ふ
て
も
、
ま
把
明
漱
大

師
が
、
何
か
或

る
古
記
録

に
依
ら
れ
把
こ
す
る
も
、
徐

り
に
棘
秘
的

の
記
事
に
属
す
る
か
ら
、
史
的
事
實

こ
し
て
は

信
用
す

る
こ
ご
が
出
來
な

い
か
も
知
れ
漁
が
、
第

二
の
謹
左
は
惜

か
に
信
用
す

る
こ
ご
の
出
來

る
も
の

こ

思

は

れ

る
o



爾
ほ
此
庭
に

一
言
附
け
加

へ
て
置

き
把

い
こ
ご
は
、
明
敷
大
師

が
更
に
『
傳
法
正
宗
論
』
上
、
第

二
篇

に
於

て
、
別

箇

の
理
由
を
墾
げ
、
師
子
尊
者
に
於
て
付

法
断
絶

せ
す
ご
論
じ
て
居

る
こ
ご
で
、
其

の
要
文
を
畢
げ
る
な
ら
ば
、

説
者

日
。
支
彊
梁
楼
先
作
・績
法
傳
一。
元
有
三

十
玉
組
一。
至
二婆
舎
斯
多

。
謂
傳
法
之

人
。

不
下自
二師
子

比

丘
一即

絶
止。
又
日
。
吉
弗
煙
與
二曇
耀
一。
同
時
別
修
。
此
爲
二五
明
集
一
耀
嫉
鱈
刑
融
鐵
耀
儲
也
亦
謂
レ有
三
一十
七
世
一。
不
レ止
識於

師
子
祀
一而
己
奥
。
其
所
二以
關
一者
。
蓋
曇
曜
初
遇
轟魏
武
殿
法
之
難
一。
倉
卒
軍
録
奔
窟
山

澤
。

而

亡
'之

也
。
云
云

(『大
正
蕨
純
』第
五
十
一
巻
七
七
七
丁
)

ご
云
ふ
て
居

る
が
、

こ
れ
は
支
彊
梁
楼

の
所
繹
把

る
『
綾
法
傳
」
に
は
二
十
五
租

ま
で
を
畢
げ
、
吉
迦
夜

ご
曇
曜
こ
の

共
謬
た
る
『
五
明
集
』
に
は
二
十
七
組
ま
で
を
歎

へ
て
居

る
か
ら
、
師
子
曾
者
に
於
て
付
法
断
絶
し
陀
ご
は
云

へ
な

い

の
で
あ
る
。
し
か
し
前
者
は
柘
蹟
煮

の
鍛
激
に
會

ひ
、
後
者

は
周
武
唐
武
宗

の
殿
敏

に
會

ふ
て
、
共

に
其

の
全
傳
を

失

つ
柁

ご
云

ふ
て
居
る
。
(註
七
)今
日

『
付
法
藏
囚
縁
傳
』
こ
し

て
現
存
し

て
居
る
も
の
は
、
そ

の
殿
激

の
後
を
受
け

て
拾
牧
し
把
も

の
で
、
全
膿

を
霊
し
把
も
の
で
は
な

い
か
ら
、
師
子
曾
者
付
法
断
絶

の
記

事
の
如

き
は
、
素
よ
り
信

す

る
必
要
は
な

い
ざ
云
ふ
の
で
あ
ら
う
。
而
し

て
ま
把
、
明
激
大
師

に
云
は
せ
る
な
ら
ば
、
『
蓬
磨
多
羅
灘
縷
」
も
、

そ
の
慧
観

の
序
も
、
共
に
二
十
入
組
が
全
く
備

は
る
ご
云

ふ
て
居

る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
も
師
子
尊
者

に
於

て
付

法
断
絶
せ
す
ご
云
ふ
謹
左
に
畢
げ
ら

る
＼
も
の
で
あ
ら
う
が
、

こ
れ
等

に
就
て
は
、
何
れ
後

に
詳
論
す

る
機
會

が
あ

ら
う
ご
思
ふ
。

灘
宗
の
立
血
相
承
に
就
て
(二
)

四
三



暉
宗
の
立
祀
相
承
に
就
て
(
二
)

,

四
四

四

已
上
に
於

て
第

二
十

四
頑
師
子
奪
者
よ
り
第

二
十
五
祓
婆
舎
斯
多
曾
者

に
付
法
相
承

せ
ら
れ
た
こ
ご
を
述

べ
、
決

し
て
付
法
闘
絶
せ
す
ご
立
謹
し
把
の
で
あ
る
が
、
突
ぎ
に
此

の
第

二
十
五
祀
婆
舎
斯
多
尊
者
よ
り
不
如
密
多
尊
者
、

般
若
多
羅
尊
者
を
経

て
、
灘
宗

の
初
租
達
磨
大
師
に
至

つ
淀
所
謂
四
師

の
相
承

に
就

て
研
究
す
る
順
序

こ
な

つ
陀
の

で
あ
る
。

こ
れ
に
就

て
明
敷
大
師
は
先

づ
『
傳
法
正
宗
記
」
第
九
の
宗
讃
略
傳

に
於

て
、
第

五
佛
駄
版
陀
羅
、
第

六
僧

肪
、
第
七
那
連
耶
舎
、
第
入
腱
那
、
第
九
斐
休
、
第
十
劉
胸
を
謹
左

こ
し
て
畢

げ
て
居
ら

る
＼
が
、
そ
の
中
、
後

の

二
人
は
何
れ
も
後
代

の
人
で
あ
つ
て
、
ま
た
四
師

の
相
承
に
有
力
な
る
讃
左
を
墨
げ
て
居
ら
る
＼

《」
云

ふ
の
で
は
な

く
、
唯

だ
蓬
磨
大
師
巳
後
の
⊥
ハ
㍊
を
列
基
す
る
に
過

ぎ
ぬ
の
で
あ
る
か
ら
、
今

は
こ
の
二
人

の
こ
ご
に
就

て

は

賂

し
、
其

の
蝕

の
四
人

に
就
て
其

の
順
序
を
追

ふ
て
四
師

の
相
承
を
考
察

す
る
こ
ご
に
せ
や
う
。

佛
駄
蹟
陀
羅
は
天
竺
迦
維
羅
衛

の
人
.
此
庭

に
は
賢
賢

ご
翻
謬
し

て
居

る
。
本
姓
は
繹
迦
氏
で
あ
つ
て
、
甘
露
飯

王
の
苗
商

ご
云
は
れ
て
居

る
。
佛
大
先

の
弟
子

こ
な

つ
て
專
ら
藤
観
を
修
し
た
の
で
あ
る
が
、
僑
迦
達
多

ご
共

に
蜀

賓
國

に
游

ん
で
奇
蹟

を
顯
は
し
、
更

に
秦
俗
智
巖

の
懇

請
に
依

つ
て
、
支
那
に
來
朝
し
把
の
で
あ
る
。
始

め
は
長

安

に
め
つ
て
鳩
摩
羅
什

ご
大

に
懇
意

の
間
柄

で
あ

つ
詑
が
、
そ
の
弟
子
共

の
忌
避
に
遇

ふ
て
、
絡

に
南

に
向
ひ
、
鷹
山

に
入

つ
て
慧
遠

に
知
ら
れ
、
そ
こ
に
於

て
『
達
磨
劣
羅
藤
纒
」
を
始
め
、
『
華
嚴
経
」
『
親
佛
三
昧
経
」
等
を
翻
課
し
た

の
で
、
そ
の
謙
鐸
部
歎

は
『
歴
代
三
寳
記
』
第
七
『
大
唐
内
典
録
」
第
三
に
依

る
ご
、
合

一
百

一
十
五
憲

(註
八
)
を
醗
謬



し
π
ε
云
ふ
の
で
あ
る
。
而
し
て
『
達
磨
多
羅
灘
経
」
の
翻
繹

に
際
し
て
親
し
く
慧
逡
は
序
文
を
寄

せ

(註
九
)
ま
陀
因

み

に
佛
駄
蹟
陀
羅

に
封
し
て
問
を
螢
し
、
左

の
答

を
な
し

て
居

る
。

因
問
昌蹟
陀
一日
。
天
竺
傳
法
諸
瀾
凡
有
蔑

何
一。
蹟
陀
日
。
西
土
傳
法
頑
師
。
自
・天

迦
葉
一直
下
相
承
。
凡

有
三

十

七
人
一。
其

二
十
⊥
ハ
租
近
世
滅
度
。
號
嘲不
如
密
多

者
。
所
'出
其
織
世
弟
子
日
・般

若
多
羅

者
。
方
在
温南
天
竺
一盛
行
昌

敷
化
一。
吾
嘗
遇
シ之
。
(『大
正
藏
輕
』第
五
+
一
巻
七
六
七
丁
)

こ
れ

に
依
つ
で
見

る
ご
、
大
迦
葉
曾
者
よ
り
第

二
十
六
租
不
如
密
多
奪
者

に
至
り
、
そ
の
弟
子
の
般
若
多
羅
尊
者

が
樹
ほ
南
天
竺

に
在

つ
て
、
盛
ん
に
敷
化
を
行
じ
て
居
ら
れ

て
、
佛
駄
践
陀
羅

も
嘗

て
遇

ふ
把
ご
申
し
て
あ

る
が
、

未
だ
蓬
磨
大
師

の
事
は
少
し
も
説

い
て
居
ら
な

い
。

こ
れ

に
關
し
て
は
未
だ
達
磨

大
師
が
世
を
嗣
ぎ
租
こ
な
つ
て
居

な

か
つ
π
か
ら

ご
云

ふ
細

註

(註
+
)
が
加

へ
ら
れ
、
『
寳
林
傳
」
に
於
け
る
佛
駄
蹟
陀
羅

の
説
も
同

じ
で
あ
る
ざ
附

け

加

へ
ら
れ

て
居

る
。

こ
の
佛
駄
践
陀
羅

の
支
那

に
來
朝
し
π
年
代
を
云
ふ
な
ら
ば
、
『
高
信
傳
』
第
二
、『
出
三
藏
記
」
第
十
四
、『
開
元
録
」

第
三
、
『
貞
元
録
」
第
五
等

に
傳
記

が
出

て
居

る
け
れ
ど
も
、
渡
來

の
年
代
は
明
記
し
て
な

い
。
「
佛
禮
歴
代
通
載
」
第

七
に
は
「
天
竺
奪
者
佛
駄
蹟
陀
。
薗
昌義
熈

二
年
一至
昌長
安
り。
」
ご
云

ふ
て
あ
る
。
ま
た
『
騨
氏
稽
古
略
」
第

二
に
は
「
天
竺

北
印
度
尉
賓
國
尊
者
。
佛
駄
蹟
陀
羅
來
昌遊
華
夏
一。
至
二是
丙
午
歳
一抵
昌長
安
一。
」

ご
云

ふ
て
居

る
か
ら
、
共
に
皇
紀

一

〇
六
六
年

に
當

つ
て
居
る
。
而
し
て
第

二
十
六
租
不
如
密
多
奪
者

の
入
滅
は

『
景
徳
傳
燈
録
」
第
三

に
依
つ
て
見
ゐ

輝
宗
の
立
祀
相
承
に
就
て
(二
)

四
丑



輝
宗

の
立

組
相
承

に
就
て
(
二
)

四
六

ご
、
「
當
東

晋
孝
武
帝
太
元
十
三
年
戌
子
歳
一也
」

ご
云

ふ
て
居
る
か
ら
、
皇
紀

一
〇
四
入
年
に
當

り
、
佛
駄
践
陀
羅

三
藏

の
來
朝
よ
り
は
十
八
年
已
前
の
事
で
あ
る
。
而

し
て
ま
詑
第

二
十
七
祀
般
若
多
羅
奪
者
の
入
滅
は

『
景
徳
傳
燈

録
」
第
三
に
依
つ
て
見

る
ご
」
「
當
昌宋
孝
武
帝
大
明
元
年
丁
酉
歳
一也
」
ご
云
ふ
て
あ
る
か
ら
、
皇
紀

一
一
一
七
年

に
當

つ
て
居

る
。
し
か
し
こ
れ
に
は
異
説

が
あ
つ
て
、
蓬
磨

大
師

が
般
若
多
羅

尊
者
入
滅
後
六
十
七
年
の
後
、
東
方
に
來

朝
し
セ
ご
云

ふ
ご
、
宋
の
孝
武
帝

の
孝
建
元
年
甲
午

に
當

り
、
皇
紀

=

一
四
年

こ
な

つ
て
三
年
已
前

の
入
滅

ざ
な

る
。
故

に
何
れ
に
し

て
も
佛
駄
蹟
陀
羅
三
藏

の
來
朝

よ
り
は
涯

る
、
こ
ご
五
十
年
程

で
あ
つ
て
、
そ

の
來
朝
當
時
に

は
盛

ん
に
敷
化
を
南
天
竺

に
布

か
れ

て
居

だ
こ
ざ
は
無
理
か
ら
ぬ
こ
ご
で
あ
る
ご
思

ふ
。

尚
ほ
此
の
佛
駄
蹟
陀
羅
に
關
し
て
は
蓮

べ
な
け
れ
ば
な
ら
澱
こ
ご
が
澤
山

に
あ
る
。
彼
れ
が
印
度

に
於

て
師
事

し

陀
佛
大
先

ご
云
ふ
入
は
如
何
な
る
人
か
、

ま
π
佛
大
先

が
第

二
十
七
頑
般
若
多
羅
尊
者
に
師
事
し

だ
で
あ
ら
う
か
、

ま
π
同
學

に
第

二
十
入
租
達
磨
大
師

が
居
π
で
あ
ら
う
か
、
ま
陀
佛
大
先

ど
蓬
磨
大
師

ご
を
般
若
多
羅
奪
者

の
二
甘

露
門

ε
幕

し
て
居

る
が
、
果
し
て
同

じ
思
想
の
人
で
あ

つ
花
で
あ
ら
う
か
、
そ
れ
に
關
聯

し
て
佛
駄
蹟
陀
羅

の
翻
繹

し
π
『
達
磨
多
羅
灘
纒
」
は
如
何
な
る
償
値

あ
る

べ
き
も
の
か
、
そ
れ
か
ら
そ
れ

へ
こ
績
く
問
題
が
澤
山

に
あ
つ
て
、

こ
れ
を
論
及
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ

る
け
れ
ど

も
、
そ
れ
は
後

に
譲

つ
て
、
次
ぎ
に
信
肪

の
傳
を
述

べ
る
こ
ε

に
せ
や
う
。

五



僧
砧

は
梁

の
楊

都
建
初
寺
の
沙
門
で
あ
つ
て
、
本
姓
は
愈
氏
、
法
達
、
法
頴

に
從

つ
て
律
學
を
宗

こ
し
、
武
帝
術

の
爲

め
に
深
く
禮
遇
を
受
け
だ
人
で
、
達
磨
大
師
來
朝
時
代
に
佳
世
せ
ら
れ
π
も
の
こ
見

て
良

か

ら

う
。
詳

傳

は

『
高
僧
傳
」
第
十

一
に
出
て
居

る
。
『
歴
代
三
寳
記
』
第
十

一
『
大
唐
内
典
録
』
第

四
に
依

つ
て
見

る
ご

一
十
四
部
合
六
十

三
憲

の
著
述

が
あ
る
。
(註
+
一
)
そ
の
中

に
於

て
『
傳
法
正
宗
記
」
が
二
十
八
租

の
謹
左
に
す

る
の
は
『
出
三
藏
記
集
』
の

中

の

一
節

で
あ
ら
う

ε
思

ふ
。
帥
ち
『
傳
法
正
宗
記
」
第
九

に
左
の
文
を
載
せ
て
居

る
。

嘗
著
出

三
藏
記
一。
其
薩
婆
多
部
相
承
傳
目
録
日
。
婆
羅
多
羅

鷺
耐
。
弗
若
密
多

尤
耐
。
不
若
多
羅

仁
耐
。

達

磨

多
羅

阻
耐
。
(『大
正
藏
輕
』
第
五
+
一
巷
七
六
七
丁
)

こ
れ
に
依

つ
て
見

る
ご
、
『
出
三
藏
記
集
」
の
中

に
、
薩
婆
多
部
相
承
傳

目
録
ご
云
ふ
も

の
が

あ
つ
て
、
そ
れ

に
二

十
入
祀

の
列
傳

が
あ
る
ご
云

ふ
の
で
あ

る
が
、

い
ま
是

れ
を
槍

べ
て
見

る
ε
、
『
出
三
藏
記
集
』
第
十

二
に
薩
婆
多
部

師
資
記

目
録
序

ご
云
ふ
の
が
あ
る
。

こ
れ

に
は
二
種

の
相
承
が
出

て
居
て
、
前
者
は
五
十
三
人
、
後
者

は
五
十
四
人

の
名
を
列
畢
し
て
ゐ
る
。
前
者
は
僧
瀦

が

「
奮
記
所
・載

五
十
三
人
云
云
」
ご
云
ふ
て
居

る
か
ら
、

何

か
の
古
記
録

に

依

つ
て
薩
婆
多
有
部
宗

の
傳
持
者

の
相
承
を
畢
げ
π
も

の
・
や
う
に
思
は
れ

る
。
後
者

は

「
長
安
城
内
齊
公
寺
薩
婆

多
部
佛
大
践
陀
羅
師
宗
相
承
略
傳
」

ご
あ
る
か
ら
、
更
に
佛
駄
蹟
陀
羅
の
相
承
を
異
説

こ
し
て
畢
げ
梵
も
の
で
あ
ら

う
ご
思
は
れ
る
。

而
し
て
此
の
爾
者
は
何
れ
も
小
乗
有
部
律

の
相
承
血
賑

で
あ
つ
て
、
内
容
は
甚
だ
蕪
然
陀
る
も
の

、
や
う
で
、
師
資
嫡

々
相
承

の
血
脈

こ
も
思
は
れ
な

い
瓢

が
あ

る
。
試
み
に
第

一
の
相
承
譜
五
十
三
入
の
刻
名
を
畢

輝
宗
の
立
胆
相
承
に
就
て
(二
)

四
七



暉
宗
の
立
祀
相
承
に
就
て
(二
)

げ

る
な

ら

ば
左

の
通

り

で

あ

る
。

大
迦
葉
羅
漢
第

一

優
婆
掘
羅
漢
第
五

吉
栗
遜
那
羅
漢
第
九

章
羅
羅
漢
第
十
三

達
磨
多
羅
菩
薩
第
十
七

般
遮
戸
棄
羅
漢
第
二
十

一

師
子
羅
漢
第
二
十
五

偲
伽
羅
叉
菩
薩
第
二
十
九

蓬
磨
戸
梨
帝
羅
漢
第
二+
三

破
棲
提
婆
第
三
十
七

毘
閣
延
多
羅
菩
薩
第
四
土

達
磨
達
帝
菩
薩
第
四
+
五

弗
若
蜜
多
羅
漢
第
四
十
九

達
磨
多
羅
菩
薩
第
五
十
三

阿
難
羅
漢
第
二

厳
心世
子
韮
口…薩
籠
工
ハ

長
老
脇
羅
漢
第
十

盟
沙
菩
薩
第
十
四

蜜
遮
伽
羅
漢
第
十
八

羅
喉
羅
羅
漢
第
二
十
二

因
陀
羅
摩
那
羅
漢
第
二
+
六

優
波
壇
駄
羅
漢
第
三
十

龍
樹
菩
薩
第
三
十
四

婆
修
蹟
摩
第
三
十
八

摩
帝
麗
菩
薩
第
四
十
二

栴
陀
羅
維
漢
四
十
六

婆
羅
多
羅
第
五
十

末
田
地
羅
漢
第
三

迦
族
延
維
漢
第
七

馬
鳴
菩
薩
第
十

一

富
棲
那
羅
漢
第
十
五

難
提
婆
秀
羅
漢
第
十
九

彌
帝
麗
戸
利
羅
漢
第
二
±
ご

羅
羅
忌
梨
婆
羅
漢
第
二
+
七

婆
難
提
羅
漢
第
三
十

一

提
婆
菩
薩
第
三
十
五

毘
栗
慧
多
羅
第
三
十
九

詞
梨
蕨
暮
菩
薩
第
四
十
三

勒
那
多
羅
菩
薩
第
四
十
七

不
若
多
羅
第
五
十

一

四
入

舎
那
婆
斯
羅
漢
第
四

婆
須
蜜
菩
薩
第
入

鳩
摩
羅
駄
羅
漢
第
十
二

後
馬
.鳴
並
目薩
笹
烈十
山ハ

挫
沙
羅
漢
第
二
十

達
磨
達
羅
漢
第

二
十
四

婆
秀
羅
羅
漢
第
二
十
八

那
伽
難
羅
漢
第
三
十
二

婆
羅
提
婆
菩
薩
第
三
十
六

毘
縷
第
四
十

婆
秀
繋
頭
菩
薩
第
四
十
四

薬
頭
達
多
第
四
十
八

佛
駄
先
第
五
十
二



こ
の
相
承
譜

に
就
て
考

へ
て
見

る
に
、
極

め
て
其

の
内
容
は
難
然
だ
る
も
の
、
や
う
で
あ
る
。
帥
ち
第
二
十
四
租

に
達
磨
達
比
丘
を
置
き
、
第
二
十

五
祠
に
師
子
奪
者
を
利
ね
、
第

二
十
六
租
因
陀
羅
已
下

の
血
賑
は
多
く
達
磨
達
比

丘

の
法
系
を
墨
げ
て
居
る
の
に
注
意

せ
な
け
れ
ば
な
ら

謁
。
(
前
圖

の
達
磨
達
比
丘

の
法
系
を
墾
照
す

る
こ
ご
。
)
而

し
て
師
子
尊
者
よ
り
佛
駄
先
に
至
る
ま
で

二
十
五
租
を
列
ね
て
居

る
が
、
そ

の
中
間
に
龍
樹
菩
薩
、
提
婆
菩
薩

の
名

を
見
る
が
如
き
は
、
實

に
雑
然

ご
し
た
も

の
で
、
ど

の
程
度
ま
で
信
用
す
る
こ
ご
が
出
來

る
か
甚

だ
疑
問
で
あ
る
。

か
、
る
疑
問

の
も
の
で
、
而
か
も
小
乗
薩
婆
多
部
の

相
承
譜
を
以
て
、

二
十
入
祀
相
承

の
讃
左
に
せ
ら
れ

把
ざ
云

ふ
こ
ご
は
、
如
何

に
も
理
に
合
は
漁
こ
ご
に
思
ふ
が
、
最
後

に
達
磨
多
羅

ご
云
ふ
名
が
出

て
居

る
か
ら
、

こ
れ
を
藤

宗

の
初
租
達
磨

大
師

の
俗
名
な
り
ご
考

へ
、
更
に
不
若
多
羅
を
第

二
十
七
租
般
若
多
羅
曾
者
ご
な
し
、
弗
若
蜜
多
を

第

二
十
六
租
不
如
蜜
多
尊
者

こ
な
し
、
婆
羅
多
羅
を
第
二
十
五
泄
婆
舎
斯
多
尊
者

こ
な
し
て
、
師
子
奪
者
已
後

の
法

系

に
結

び
付
け
泥
も
の
、
や
う
に
思
は
れ

る
が
、
し
か
し
こ
れ

に
は
無
理
が
あ
る
の
で
、
却

つ
て
二
十
入
組
説

の
謹

左

に
苦
し
む
窮
策
の
迩
が
見
え

て
、
ど
う
も
面
自
く
な

い
ご
思

ふ
。
更

に
こ
れ
に
關
し
て
は
後
に
詳
論
す

る
こ
ご
に

し
て
、
次
ぎ
の
那
連
耶
含

の
傳
を

一
考
す

る
こ
ざ
せ
や
う
。

六

那
蓮
耶
舎
は
北
印
度
烏
場
國

の
沙
門
で
あ

つ
て
、
齊

に
は
奪
繕

ε
云
ひ
、
繹
迦
族
の
人
で
あ
る
。
支
那

へ
來
朝
し

π
年
代
は
『
傳
法
正
宗
記
」
第
九
に
「
以
東
魏
孝
静
之
世
。
至
・軸干
郷
都
一。
」
ご
あ
り
、
『
開
元
録
」
『
貞

元
録
」
等

に
は
「
天

暉
宗
の
立
祀
相
承
に
就
て
(
二
)

四
九



暉
宗
の
立
租
相
承
に
就
て
(
二
)

五
〇

保
七
年
届
二干
郷
都
一」
ご
あ
れ
ば
、
皇
紀

=

一
一
六
年
に
當

つ
て
、
達
磨
大
師
が
支
那

へ
來
朝

せ
ら
れ
て
か
ら
已
後
、

三
十
六
年
を
維
過

し
て
居
る
の
で
、

そ
の
時
は
既

に
達
磨
大
師
も
入
寂

し
て
居
ら
れ
π
の
で
あ
る
。
而
し

て
此

の
那

連
耶
含
の
詳
傳
は
『
綾
高
儒
傅
」
第

二
に
出

て
居
る
。
ま

花
『
歴
代
三
寳
記
」
第
十

二
、
『
大
唐
内
典
録
』
第
五
、
『
開
元
録
」

第
六
、
『
貞
元
鋒
」
第
九
に
は
那
蓮
提
耶
舎
、
那
連
提
黎
耶
含
、
或
は
那
連
提
利
耶
舎

ご
出

て
居

て
、
そ
の
醗
課

の
部

数

は
、
『
歴
代
三
寳
記
旨
大
唐
内
典
録
」
に
は
入
部

二
十
八
懇
(註
+
三

を
器
げ
て
居

る
。
而
し
て
其

の
課
纒
道
場

に
は

居
士
萬
天
諮

が
傳
語

の
役
に
當

つ
て
居
π
の
で
あ
る
が
、

こ
の
人
は
『
開
元
録
」
第
六
、
『
貞
元
録
」
第
九

に
依

つ
て
見

る
ご
、
『
奪
勝
菩
薩
所
問

一
切
諸
法
入
無
量
門
陀
羅
尼
経
」
】
懇
を
翻
課
し

て
居

る
。
そ
の
翻
繹
の
時

に
當

つ
て
、
那

蓮
耶
含

ご
問
答
し
π
ざ
云

ふ
の
で
、
そ
の

一
節
を
『
傳
法
正
宗
記
」
第
九
に
載

せ
て
居

る
。

初
輿
轟庭
士
萬
天
謙
者
一。
共
課
二出
曾
勝
菩
薩
無
量
門
陀
羅
尼
純
一。
天
諮
嘗
問
二耶
舎
一日
。
西
土
頗
有
二大
士
一。
奉
轟此

敷
一乎
。
耶
含
日
。
西
國
諸
租

二
十
七
大
士
。
皆
亦
受
持
。
然
其

二
十
七
磁
號
般

若
多
羅
一。
所
出
縫
世
弟
子

日
達

磨
多
羅
者
。
昔
當
此
明
帝
正
光
元
年
。
至
二此
維
陽
一。
其
人
亦
善
二此
経
一。
(『大
正
藏
終
』第
五
+
一
巷
七
六
八
丁
)

帥
ち
こ
の
文

に
依

つ
て
見

る
ご
、
達
磨
多
羅
を
以
て
達
磨
大
師

に
し
て
居

る
が
、
明
帝
正
光
元
年
は
北
魏
の
年
號

で
あ
つ
て
、
皇
紀

一
一
入
○
年

に
當
り
、
正
し
く
梁

の
武
帝

の
普
通
元
年
庚
子

に
當

る
の
で
あ
る
か
ら
、
達
磨
大
師

の
支
那

へ
來
朝

せ
ら
れ
陀
時
で
あ
る
。
故

に
明
敷
大
師
は
こ
の
文
を
以
て
達
磨
大
師
は

二
4.-
八
頑

こ
な
し
、
達
磨
大

師
が
初
め
て
輝
宗
を
支
那

へ
傳

へ
π
初
祀
で
あ
る
ご
云
ふ
の
で
あ
る
。
而
し
て
ま
π
此
虜

に
注
意
せ
な
け
れ
ば
な
ら



ぬ
こ
ご
は
、

こ
の
萬
天
諮

ざ
那
蓮
耶
舎
ど
が
、
共

に
七
佛

よ
り
第

二
十
八
祓
菩
提
達
磨
大
師
に
至
る
ま
で
の
相
承
傳

法
記
の
如
き
も
の
を
翻
鐸
し
把
ご
云

ふ
こ
ご
で
あ
る
。
即
ち

『
傳
法
正
宗
記
」
第
九

に
は

「
自
嵩七
佛
一。

至
菖乎

二
十
八

租
菩
提
達
磨
一。
蓋
此
那
蓮
耶
含
之
所
レ課
也
。
」
ご
申
し

て
あ
る
。

こ
の
那
蓮
耶
含
の
翻
鐸
し
π
も
の
は
、
何
ご
云
ふ
書
名
で
あ
つ
セ
か
不
明
で
あ
る
。
ま
だ
前
の
支
彊
梁
縷

の
醗
謬

し
把
七
佛
よ
り
第
二
十
五
租
婆
含
斯
多
奪
者

に
至

る
ま
で
の
相
承
傳
注
記
だ
る
『
績
法
傳
」
ざ
、
同
じ
内
容

の
も

の
で

あ
つ
陀
か
、
否

か
ご
云

ふ
こ
ご
も
不
明
で
あ
る
が
、
兎

に
角
、
過
去
七
佛

よ
り
逓
代
流
傳
し
て
來
陀
相
承
傳
法
記

の

偶
文
な
り
因
縁
な
り
を
明
記
し
π
重
要
な
書

が
あ
つ
セ
も
の
に
相
違
な

い
。
少
な
く
も
現
在

の
私
の
考

へ

こ

し

て

は
、
繹
宗

に
傳

ふ
る
二
十
八
租
な

る
も
の
は
、
必
ら
す
二
十
八
租
の
相
承
傳
法
記

が
あ
つ
て
、
そ
れ
を
本
擦

に
し

て

二
十
八
頑
を
立
祀
し
π
も
の
こ
信

じ
て
居

る
の
で
、
前

に

「
景
徳
傳
燈
録
」
や

「
傳
法
正
宗
記
」

が
古
記
録

に
依

つ

て
居
る
ご
申
し

把
の
は
、
支
彊
梁
縷
や
那
蓮
耶
含

の
所
鐸

の
本

が
あ
つ
π

ご
云
ふ
の
で
あ
る
か
ら
、
輝
宗

の
二
十
入

租
は
妄
説

に
あ
ら
す
、

こ
の
當
時
に
は
惜

か
に
確
固
陀
る
謹
擦

あ
つ
て
の
上

の
立
説

で
あ
つ
て
、
『
景
徳
傳
燈
録
」
や

『
傳
法
正
宗
記
」
の
記
事
は
、
徒
ら
に
二
十
入
粗
説
を
立

て
ん
が
爲

め
の
妄
説
で
あ
る
こ
の
み
云

へ
な

い
ご
思
ふ
の
で

あ
る
o

殊

に
奇
異

の
思
ひ
を
な
し
た
の
は
、
日
本
天
台

の
開
祀
だ

る
傳
敷
大
師

が
二
十
八
租
説
を
取

つ
て
居
る
こ
ざ
で
、

而
か
も
そ
の
二
十
入
租
説

が
『
達
磨
多
羅
繹
経
」
に
依

つ
て
居

る
ご
云

ふ
こ
ご
は
、
實
に
何
花
る
皮
肉
な

こ
置
で
あ
ら

騨
宗
の
立
胆
相
承
に
就
て
(二
)

五
一



藤
宗
の
立
祀
相
承
に
就
て
(二
)

五
二

う
。

こ
れ
は
素
よ
り
前
篇

に
も
申
し
た
如
く
、

二
十
四
祀
説

ε
二
十
入
租
説

こ
の
孚
ひ
、
『
付
法
藏
因
緑
傳
」
ご
『
達

磨
多
羅
暉
経
」

こ
の
封
照

の
如
き
は
、
傳
敷
大
師
以
後
に
議
論
さ
れ
π
こ
ε
で
、
支
那
の
地
に
於
て
、
趙
宋
時
代
よ

り
以
降
に
起

つ
陀
問
題
で
あ
る
か
ら
、
傳
敷
大
師

の
關
り
知

る
こ
こ
ろ
で
は
な

い
で
あ
ら
う

ご
思
は

れ

る
。

兎

に

角
、
傳
敷
大
師

の
『
内
謹
佛
法
相
承
血
脈
譜
」
に
は
、
左

の
相
承
が
載
せ
て
あ
る
。

摩
詞
迦
葉
i

阿

難
!

商
那
和
修
i

優
婆
毬
多
I
i
提
多
迦
-

彌
遮
迦
ー

佛
陀
難
提
…
…
中
略
…
…

師
子
奪
者
i

舎
那
婆
斯
!

婆
須
密
i
i
僧
伽
羅
叉
ー

優
婆
掘
i

菩
提
達
磨
(『傳
教
大
師
全
集
』第
二
巻
五
一六
丁
)

帥
ち
暉
宗

の
二
十
八
租
説

ご
は
相
違
し

て
、
第
七
租
婆
須
密
奪
者
を
除
く
が
爲
め
に
、
師
子
奪
者
は
第

二
十
三
租

こ
な
り
、
師
子
尊
者
已
後
の
五
師
は
『
達
磨
多
羅
繹
経
」
に
於
け
る
九
人
の
中

の
五
人

に
當

る
の
で
は
な

い
か
。
こ
れ

に
就
て
傳
数
大
師
は
、
そ
の
本
撮
を
『
西
國
佛
租
代

々
相
承
傳
法
記
』
に
依
る
ざ
云
は
れ
て
居

る
が
、
そ

の
書

の
内
容

は
今

の
ご
こ
ろ
全
く
不
明
で
あ
る
け
れ
ど
も
、

そ
の
當
時
に
於
て
は
惜
か
に
七
佛
よ
リ
ニ
十
八
租
ま
で
の
相
承
傳
法

記
な

る
も
の
が
あ
つ
だ
も
の
ε
見
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
何
れ

こ
の
問

題
に
就

て
は
街
ほ
論
じ
て
見
π

い
ご

思

つ
て
居
る
が
、
要
す
る
に
相
承
傳
法
記
な
る
も
の
が
あ
る
こ
ご
は
あ

つ
紀
に
相
蓮
な

い
が
、
そ
れ
が
早
く
失

は
れ

花
も
の
で
あ
ら
う
。

か
の
那
蓮
耶
含
の
翻
鐸
し
π
付
法
傳
法
記
を
求

め
る
爲

め
に
、
梁

の
簡

文
帝
が
劉
縣
蓮
を
遣
し

て
齊
に
牲

き
、
そ
の
書
を
取

つ
て
寳
唱
に
詔
し
、
『
績
法
記
」

の
中

に
編

入
し
だ
こ
云

ふ
て
あ

る
が
、

(註
士
e

そ

の

『
績
法
記
」
な

る
も
の
も
今

は
見
當
ら
な

い
。
寳
唱
は
『
績
高
信
傳
』
第

}
、
『
開
元
録
』
第
六
、
『
貞
元
録
』
第
九
等

に
依



つ
て
見

る
ご
、
揚
都
荘
嚴
寺
の
信
で
、
『
出
三
藏
記
集
』
の
編
者
π

る
檜
肪
の
高
足
で
あ
る
、
梁

の
武
帝

に
は
非
常

に

崇
敬

せ
ら
れ
、
勅
撰

し
た
も
の
が
非
常
に
澤
山

あ
つ
て
、
『
績
法
輪
論
」
七
十
除
塞
を
集

め
、
『
経
律
異
相
」
五
十
悲
、

『
名
信
傳
」
三
十

一
巻
、
『
比
丘
尼
傳
』
四
窓
等
が
重
な
る
も
の
で
、

そ
の
大
宇
は
叢

く
散
秩
し
て
仕
舞

つ
た
の
は
獲
念

な

こ
ご
で
あ
る
。

兎

に
角
、

こ
の
那
蓮
耶
舎

の
翻
繹
し
た
の
は
七
佛

よ
り
二
十
八
祀

に
至
る
ま
で
の
相
承
傳
法
記

で
あ

っ
て
、
そ
れ

に
は
祀
師
の
掲
文
な
り
、
付
法
の
因
縁
な
り
を
明
し
陀
も
の
で
あ
つ
π
ら
う

ご
思

ふ
。
而
し
て
こ
れ
を
本
擦

こ
し
て

麿

の
智
炬
が
『
寳
林
傳
』
な

る
も
の
を
作
り
、
更

に
其

の
『
寳
林
傳
」
を
本
慷

こ
し
て
『
景
徳
傳
燈
録
」
な
り

『
傳
法
正
宗

記
」
な
り
が
製
作
せ
ら
れ
把
も
の
で
は
な
か
ら
う
か
、
そ
れ
は
天
台

の
子
肪
が
明
敷
大
師

の
説
を
難
す

る
こ
こ
ろ
に

も
顯
は
れ

て
居
る
し
、
ま
セ
窟
掲
因
縁

の
こ
ご
は
『
景
徳
傳
燈
録
」
第

一
に
も
『
佛
祀
歴
代
通
載
』
第
九
に
も
"『
繹
氏
稽

古
略
」

第
三
に
も
出

て
居
る
の
で
あ
る
が
、
最
も
詳
述
さ
れ
て
居
る
の
は
『
佛
租
歴
代
通
載
」
で
あ

る
。

佛
租
傳
法
掲

按
禺
門
太
守
楊
衝
之
銘
系
記
云
。
東
魏
静
帝
興
和

二
年
庚
申
。
西
魏

・、帝
大
統
六
年
。
梁
武
大

同
六
年
。
高
偲
雲
啓
往
並西
域
一求
レ法
。
至
二輻
鼓
國
一。
遇
下天
竺
三
藏
那
連
耶
舎
欲
中來
・東
土
一傳
廿法
。

雲

啓

日
。

佛

法
未
レ興
且
同
止
レ此
。

途
將
二梵
本
一課
爲
昌華
言
一。
雲
啓
去
游
昌印
土
一。
那
連
親
將
レ至
西

魏

"。
値

時

多

故

乃

入
昌高

齊
一。
以
二宣
帝
瀞
遇
甚
厚
一廷
居
'石
窟
寺
一。
以
二齊
方
受
"輝
。
未
レ暇
レ醗
二繹
別
繹
一。
乃
將
7輻
鼓
與
乏

合
一所
レ課

輯

偶

因
縁
轟。
傳
居

士
萬
天
懲
一。
乃
殿
勤
拍
問

深
悟

玄

旨
一。
途
將
レ狡
勘

昭
玄
沙
門
曇
曜
同
天
竺
三
藏

吉
迦
夜
所

鐸
付

輝
宗

の
立
組
相
承

に
就

て
(
二
)

五
三



輝
宗
の
立
組
相
承
に
就
て
(
二
)

五
四

洪
藏
一。
失
昌於
次
序
兼
無
偶
識
一。
爲
本
進
去
魏
朝
讃
昌其
差
謬
一付
法
藏
傳
乃
魏
武
眞
君
年
中
。

崔
浩
冠

謙

之

邪

説

鍛
昌滅
佛
法
一。
至
・女

成
帝
和
李
中
一重
興
故
鮫
。
梁
簡
文
帝
聞

魏

有
τ本
。
遣
二使
劉
玄
運

牲
レ彼
傳
爲
。
韓
・建

塵

流
昌

布
江
表
一。
唐
貞
元
中
金
陵
沙
門
恵
矩
將
轟此
鵜
掲
一牲
昌曹
漢
一。
同
西
天
勝
持
三
藏
。
重
共
墾
校
。
丼
唐
初
以
來
傳
法

宗
師
機
縁
集
成
・寳

林
傳
一。
光
化
中
華
嶽
玄
偉
灘
師
集
貢

元
以
來
出
世
宗
師
機
縁
騨。
將
昌此
鵜
偶
一作
査
ハ基
緒
一。
編

爲
昌聖
冑
集
一。
開
李
南
嶽
三
生
藏
惟
勤
頭
陀
ヌ
録
昌光
化
以
後
出
世
宗
匠
機
縁
一。
亦
以
覇頼

偶
一爲
p由
。
集
成
昌績
寳

林

傳
鱒。
宋
景
徳
中
臭
造
原
集
昌傳
燈
録
一準
手

眞
宗
一。
勅
・翰

林
學
士
楊
億
工
部
員
外
李
潅
太
常
丞
王
曙

同

議

校
勘
具

奏
。
詔
作
〃序
編
ス

大
藏
一頒
行
。
天
聖
中
附
馬
都
尉
李
遵
筋
蓼
石
門
聰
藤
師
襲
崩

因
縁
一。
聚
鴇麗

學
僧
一列
・此
租
偶

世
系
事
縁
一。
成
廣

燈
録
"上
昌仁
宗
一。
御
製
序
文
。

勅
入
二大
藏
一流
逓
。

建
中
靖
國
元
年
沙
門
惟
臼
將
昌此
…租

掲
一以

爲
昌標
本
一。
成
・・綾
燈
録
一進
上
云
云
他
宗
不
シ知
二其
原
一。
謂
七
佛
偶
無

繹
。
寡
聞
淺
識

一
至
妄
謬
。
良
可
レ笑
也
。

(『大
正
藏
経
』第
四
十
九
巻
五
五
一
丁
)

こ
れ

に
依

っ
て
考

へ
て
見

る
ご
、
那
蓮
耶
含

の
翻
謬
し
π

ご
云

ふ
租
掲
因
縁
は
、
我
が
灘
宗

に
取

つ
て
非
常

に
大

切
な
も
の
で
あ
つ
陀
ら
う
。
而

し
て
こ
れ
を
本
撮
に
し
て
書

か
れ
だ
も

の
が
『
寳

林
傳
』
ご
云
ひ
、
『
聖
冑
集
」
ざ
云

ふ

も
の
で
あ
ら
う
。
今

こ
れ
等
の
書

は
共
に
散
秩
し
て
見

る
こ
ご
が
出
來
な

い
け
れ
ど
も
、

こ
れ

に
依
つ
て

『
景
徳
傳

燈
録
』
な
り

『
傳
法
正
宗
記
』
な
り
が
製
作
せ
ら
れ
陀
も

の
、
や
う
に
思
は
れ

る
。

七

,



次
に
腱
那
は
西
域
の
人
で
あ

つ
て
、
そ
の
傳
記

は
未
詳

で
あ
る
が
、
唐

の
天
費
年
中

(皇
紀

一
四
〇

ニ
ー

一
四

一
五
)
に
、
河
南

の
李
李
常
に
遭
ひ
、
彼

れ
ご
問
答

し
π

一
節

が
載

つ
て
居
る
。

李
常
因
聞
欄腱
那
一日
。

天
竺
輝
門
朔
師
多

少
。
腱
那
日
。

自
昌迦
葉
一直
至
昌般
若
多
羅
一。

凡
有
三

十
七
祀
一。
若
叙
邑

師
子
奪
者
傍
出
。

達
磨
達
之
四
世
二
十
ニ
ム

。

(前
圖
の
法
系
を
参
照
す
る
・」
と
)
総
有
昌四
十
九
祓
一。
若
從
昌七
佛
垂

蕊環

大
師
一。
不
'括
昌横
枝
瓦

有
噌三
十
七
租
舶。
(『大
正
藏
紹
』第
五
+
一
巻
七
六
入
丁
)

ご
云

ふ
て
、
更

に
曇
曜

の
『
付
法
藏
傳
」
の
差
誤
あ
る
こ
ピ
を
難
詰
し

て
居

る
の
で
あ
る
が
、
要
す

る
に
腱

那
の
記
事

は
『
景
徳
傳
燈
録
」
第
三
、
三
租
信
環
大
師
傳

の
こ
こ
ろ
に
も
出
て
居

る
の
で
(註
+
四
)
、
七
佛
よ
り
信
環
大
師
ま
で
を

敷

ふ
れ
ば
、
三
十
七
租
あ
り
ε
云
ひ
、
達
磨
大
師

の
二
十
八
租
説
を
讃
擦

立
て
る
こ
ざ
が
出
來

る
も
の
こ
思
ふ
。

已
上

に
於

て
、
明
敷
大
師

の
『
傳
法
正
宗
記
」
に
顯

は
れ
陀
る
宗
謹
略
傳
十
家

に
就

て
重

要
な

る
謹
左
こ
な
す

べ
き

も

の
を
暴
げ
た
の
で
あ

る
が
、
そ
の
中
、
第

一
第

二
ご
、
第
九
第
十

ご
は
、
今

の
所
要
で
も
な

い
か
ら
略

し
、
そ
の

鯨

の
六
家

に
就
て
、
第
三
の
支
彊
梁
櫻

ご
第
四
の
婆
羅
券
多

は
、
師
子
奪
者

の
弟
子

に
婆
含
斯
多
奪
者
な

る
も
の
が

あ
つ
て
、
法
系
は
断
絶
せ
す

ご
云

ふ
謹
左
で
あ
る
し
、
第
五
の
佛
駄
蹟
陀
羅
は
不
如
密
多
奪
者

ざ
般
若
多
羅
尊
者
の

相
承
を
明
し
、
第
七

の
那
連
耶
舎
は
般
若
多
羅
奪
者

ご
達
磨
多
羅
奪
者
ご
の
相
承
を
明
し
て
、
共
に
師
子
奪
者
已
後

の
四
師
相
承

に
有
力
な

る
謹
左
こ
な
り
、
ま
π
第
入

の
腱
那
は
、
般

若
多
羅
尊
者
ま
で
を

二
十
七
租
ご
云
ひ
、
三
租

信
環
大
師
ま
で
を
三
十
租
、
七
佛
を
加
ふ
れ
ば
三
十
七
祀

こ
な
る
ε
云
ふ
こ
ご
を
説

い
て
居
る
ゆ

へ
、

こ
れ
亦
四
師

輝
宗
の
立
魍
相
承
に
就
て
(二
)

五
五



輝
宗
の
立
組
相
承
に
就
て
(
二
)

五
六

相
承
を
取
り
、

二
十
八
租
説

に
成
立
す

る
も

の
ご
見
な
け
れ
ば
な
ら

漁
の
で
あ

る
。

か
く
の
如
く
皆
共

に
二
十
八
租
説
を
成
立
す
る
が
爲

め
に
は
、
有
力
な

る
謹
左

こ
な

る
も
の
で
あ
る
が
、
し
か
し

一
歩
退

い
て
深
く
考

へ
て
見
る
ご
、

こ
れ
等

は
皆
、

二
十
入
租
説
の

一
部
分
づ

、
を
立
謹
す

る
ご
云

ふ
に
過

ぎ
漁
の

で
、
そ

の
實
ば
完
全

に
、
師
子
奪
者
よ
り
婆
含
斯
多
奪
者
、
不
如
密
多
奪
者
、
般
若
多
羅
奪
者
、
菩
提
達
磨
大
師

ご

云

ふ
や
う
に
相
承
を
墨
げ

て
居

る
も
の
は

一
家

こ
し
て
な

い
。
だ

い
第
六

の
僑
肪

の
み

が
四
師

の
相
承
を
示
し

て
居

る
や
う
に
思
は
れ

る
け
れ
ど
も
、

こ
れ

に
は
爾

ほ
幾
多

の
疑
問

が
あ
つ
て
、

こ
れ
を
以
て
四
師

の
完
全
な
る
相
承

ご

は
見
る
こ
ご
が
出
來

な
い
。
明
激
大
師

は
『
傳
法
正
宗
記
」
上

に
於
て
、

こ
の
信
肪

の
『
出
三
藏
記
集
」
所
説

の
薩
婆
多

部
相
承
傳

目
録

を
以
て
、
「
達
磨
多
羅
灘
経
」
の
九
師

相
傳
の
文
ご
同

じ
く
、

二
十
八
租
説
を
成
立
す
る
上

の
重
要
な

る
丈
献

こ
し
て
居
ら
る
、
け
れ
ど
も
、

こ
れ
は
前
に
も

一
言

し
セ
如
く

に
、

二
十
八
租

の
謹
左

に
苦
し
む
窮
策

の
蓬

が
見
え

て
、
却

つ
て
二
十
八
租
説
を
毒
す
る
も
の
で
あ
る
ご
思
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
故

に
私
は
明
敷
大
師

の

「
傳

法
正
宗
記
」

に
畢
げ
ら
れ
て
居
る
宗
謹
略
傳
十
家
は
、

こ
れ
皆
部
分
的
の
謹
左
で
あ

つ
て
、
他

に
完
全
な
る

二
十
八

租

説
を
成
立
す
る
本
慷

が
あ
る
こ
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
を
助
成
す
る
位

の
程
度

の
も

の
に
過

ぎ
ぬ
の
で

あ

る

ご

思

ふ
。
然
ら
ば
完
全
な
る
二
十
八
祓
説
を
成
立
す

る
本
撮

ご
は
如
何
な
る
も
の
か
、
そ
れ
が
果
～
て
有
り
や
否
や
、

こ

の
問
題

を
考
察

し
て
、
そ
が
結
論
の
叙
述

に
歩
を
進

め
て
行

か
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
ご
、
な

つ
セ
の
で
あ
る
。
(
未
完
)



註

一
註
二

註 註
四 諾

 

註
五

註
六

蝕
七

註 註
九 八

『
景
徳
傳
燈
録
』
第
二
、
鶴
勤
那
尊
者

の
傳

に
云
く
、
「
師
子
目
Q
我
見
下
氣
如
二
白
虹

一貫
中
乎
天
地
上
o
復
有
二
黒
氣

一五
道
横
亘
二
其
中

一。
尊
者

日
。
其
兆
云
何
。

日
莫
ソ
可
レ
知
夷
。
尊
者

日
。
吾
滅
後

五
十
年
。
北
天
竺
國
當
二
有
レ
難
起

一。

嬰
在
二
汝
身

㌔

今

以
二
法
眼

一付
二
囑
於
汝

㌔

善
自
護
持
。」
と
ま
た
師
子
尊
者

の
傳

に
云
く
、
「
尊
者

郎
謂
γ
之

(婆
舎
斯

多
)
日
。

吾
師
密
有
二
懸
詑

㌔

罹
難
非
ソ
久
。

如

來
正
法
眼
藏
。

今

韓
二
付
汝

一。
汝
懸
三
保
護
普
潤
二
來
際

一。
云
云
」

『
景
徳
傳
燈
録
』
第

ご
に
云
く
、
「
傍
出
蓮
磨
蓮

四
世

二
十
二
師
。
」

ま
た

『
傳
法
正
宗
記
』
第
九
、
健
那

の
言
に
云
く
、
「
師
子
尊
者
傍
出
蓬
磨

蓮
之

四
世

二
十

二
人
。
」

こ
の
圖
表
は
『
傳

法
正
宗
詑
』
に
依
る
。
恐
ら
く

は
『
景
徳

傳
燈
録
』
も

『
傳
法
正
宗
詑
』
も
、
古
記
錬

に
依
り
し
な
ら

ん
。

『
傳
法
正
宗

記
』
第
四
、
師
子
律
者

の
傳

に
出
づ
。
(
『
大
正
藏
経
』
第

五
十

一
巻

七
三
五
丁
参
照
)

『傳

法
正
宗
論
』
上
、
第

二
篇

に
鼓
く
、
「
若
夫
傳
法
衆
聖
。
其
事
述
始
自
二
支
彊
梁

婁
課
出
鴨爲
γ
書
。

日
二
績
法
傳

㌔

曾
二
柘
駿
蒸
殿
教

㌔

支

彊
之
書
途
逸
。
」

『
傳
法
正
宗
認
』
第

九
、
婆
羅

券
多
傳

の
細
註

に
云
く
、
「
以
下
券
多
到
二
中
國

一在
中
齊
王
之
世
㌔

則
當
ソ
列
二
支
彊
之
前

一。
爲
輔論其
始
顯
二
於
普

大
始
中

一故
次
レ
之
也
。」

『
景
徳
傳

燈
録
』
第

二
、
師
子
傳

の
細
註

に
云
く
、
「
常
ソ
作
三
局
貴
麹
公
六
年

・。
蓋
齊
王
芳
立
十
五
年
而
腹
夷

。
正
宗

記
蒙
。
寳
林
傳

誤
作
二

己
卯

㌔

當

是
齊

王
芳

丁
卯
歳
也
。
然

則
乃
是

八
年
也
。
」

『
傳
法
正
宗
論
』

上
、
第

二
篇

に
瀦
く
、
「
支
彊
梁
櫻
課
出
爲
レ
書

。
日
二
績
法
傳

舳。
會
二
柘
蹟
壽
…駿
敏

幅。
支
彊
之
書
途
逸
。
其
後
有

二
曇
曜
吉

迦
夜
輩

一。

後
綴
成
γ
書
。
其
所
ソ
載
或

全
或
闘
。
更
後
遭
二
周
武
唐

武
宗
殿
数

㌔

其
書
又
亡
。
云
云
」

『
開
元
録
』
第

三
、
『
貞
元
録
』
第

五
に
は

一
十

三
部

一
百

二
十
五
巻

と
云

ふ
。

『
出

三
藏
記
集
』
第

九
、
盧
山
出
修
行
方

便
輝
輕
序
第
十
四
滲

照
。

輝
宗

の
立
祀
相
承

に
就

て
(
二
)

.

五
七



輝
宗

の
立
租
相
承

に
麓

て
(
二
)

五
八

註
十

『
傳
法
正
宗
記
』
第
九
、
佛
駄
践
陀
羅
傳

に
云
く
、
「
般
若
樹
在
。
逞
磨
多
羅
未
二維

世
作
7
組
故
。
未
ソ
総
〆
之
。
寳
林
傳
所
ソ
稻
蹟
陀
設
與
二
租
事

一

與
ソ
此
並
同
。
」

註
十

一

『
開
元
録
』
第

六
、
『
貞
元
録
』
第
九
に
云
く
、
『
繹
迦
譜
』
十
巻
、
『
幽

三
藏
寵

』
十
五
巻
、
『
弘
明
集
』
十
四
巷
、
右

三
部

三
十
九
巻
、
其
本
並

存
。
」
と
、
共

に
『
大
正
藏
輕
』
に
牧

む
。

註
十

二

『
開
元
録
』
第

六
、
『貞

元
録
』
第

九
に
は
、

七
部

五
十

一
巷

と
云
ふ
。

註
†

言

『
傳
法
正
宗
記
』
第
九
、

那
連

耶
舎
傳

に
云
く
、
「
其

後
。
梁
簡
文
帝

聞
ソ
之

。
因
使
臣
劉
縣
蓮
。
往
齊

取
其
書
録
國
。
詔

沙
門
蜜

唱
。
編
入

績
法
記
。
云
云
」

註
十
四

『
景
徳

傳
燈
録
』
第

三
に
云
く
、
「
時
有
二
西
域
三
藏

健
那
等

㌔

在
二
會
中

一。
常
問
二
三
藏

一。
天
竺
暉
門

組
師
多
少
。

健

那
答

日
。

良
二
迦

葉

一至
二
般
若
多
羅

㌔

有
三
一
十
七
祀
㌔

云
云
」


